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Abstract 

The purpose of this study was to examine the dietary assessment for nutrient intake on member of  
TEAM  KGA  JUNIOR. 

A total of 8 Junior gofer，6 boys and 2 girls with an average age of 12.0±0.9 in Kanto area. Parents of 
the subjects completed single day dietary record using a food frequency questionnaire and dietary 
records. 

The results showed that protein significantly decreased (p＜0.05)，milk and milk product (p＜0.05)，
however consumption of oil increased (p＜0.05) comparing the range work day to on-course play day. 

The results of this study indicate that we should teach nutrition education program to junior golfer 
and their parents 
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Ⅰはじめに 
関東ゴルフ連盟（KGA）は関東のアマチュアを対
象にして競技を主催すると同時に、ジュニアゴルフ
ァーの発掘、育成活動を行っている団体である。そ
の中で、公益財団法人日本ゴルフ協会（JGA）の基
本方針に基づき、世界で活躍できる競技者を育成・
強化して輩出することを目的に「TEAM KGA ジュ
ニア」プロジェクトを実施している1）。 
「TEAM KGA ジュニア」プロジェクトとは、関
東に在住する技術・体力に優れたジュニアゴルファ
ーを対象に選出し、さらに育成プログラムによって
競技力を高めて JGA ナショナルチーム入りし、世
界で活躍できるジュニアゴルファーを目標とするシ
ステムである。選手の対象は小学校4年生から高等
学校3年生であり、選出されたジュニアを対象に①
技術プログラム、②体力プログラム、③栄養プログ
ラム、④マナーやエチケットプログラムなど講習会
を定期的行っている。 
ジュニアゴルファーは日々に練習や試合を乗り切
るために、特定の栄養素に偏った食事ではなく、バ

ランスよい食事が重要であり、加えて成長が盛んな
ジュニア期には、将来世界のトップ選手と戦ってい
くために健全な発育･発達をし、健康で丈夫な身体を
しっかりと築くことも大切と考えられている。 
 

Ⅱ目 的 
現在、各競技団体や地域におけるタレント発掘事
業においてもジュニア選手を対象とした様々な栄養
教育が実施されるようになってきた 2）3）。しかし、
ジュニアゴルファーを対象とした、栄養教育プログ
ラムはまだ報告がない。 
プロゴルフ選手においては、トーナメント期には
日常期に比べて緊張感やプレッシャーなどの心身と
もに厳しい条件でプレーをするため、コンディショ
ンが悪くなるとの報告がある4）。 
また、小・中学生は平成 22 年度児童生徒の食生
活等実態調査5）においてに、偏食、睡眠不足、欠食
など生活問題や、不定愁訴が問題となっており、ジ
ュニアゴルファーについても、過密化する試合スケ
ジュールや長時間の移動などによる悪影響があり、
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身体活動量に適したバランスのよい食事を継続して
摂取することは、難しいのでないかと推測される。 
今回、本研究では2種類の食事調査を行い、選手
達の習慣的な栄養摂取量の現状把握と、ラウンド練
習と打撃練習日の栄養摂取量に、どのような差があ
るのかを調査し、栄養サポートの方法を探ることを
目的とした。 
 

Ⅲ方 法 
1. 対象者 
対象者は 2013 年に「TEAM KGA ジュニア

2013」に選出された男女40名のうち、小学5年生
から中学1年生の男女8名（男子5名、女子3名）
の選手と親権者に協力を依頼し同意を得られた人を
対象者とした。 
2. 調査項目、調査日 
調査項目は次の通りである。 

1）習慣的な栄養摂取量調査 

2013年12月に実施した。習慣的な栄養摂取量の
状況を把握するため、食物摂取頻度調査（FFQg）
を用いた。調査にあたり、まず親権者にポーション
サイズや、学校給食の分量などの細かな説明を 90

分間実施した後に調査を依頼した。その後、記入用
紙提出の際に、管理栄養士による個別の確認の面談
を、一人15分行い精度を高めた。 
2）打撃練習日とラウンド練習日の栄養摂取量調査 

2013年12月に実施した。打撃練習日と、ラウン
ド練習日の栄養摂取量を違い把握するため、食事記
録法を用いた。食事記録法では、「打撃練習日」と「ラ
ウンド練習日」に食した全ての食物の記録を求め、
記入用紙に記入させた。また、記録用紙裏面に食事
の写真を添付させ精度を高めた。 
「打撃練習日」は学校給食があり、かつ打撃練習
がある 1～2 日間とした。次に「ラウンド練習日」
は休日でラウンド練習がある1日を、それぞれ調査
対象日とした。 
なお、本調査に先立って対象者およびその親権者
に対して、調査の目的、方法などを口頭及び文書で
説明し、選手と親権者それぞれの署名をもって同意
を得て行った。 
3. 解析方法 
得られた値は、平均値±標準偏差で示した。FFQg

及び食事記録法によって得られた栄養摂取量と食品
群別摂取量のうち、本研究では栄養摂取量（18項目）、
食品群別摂取量（18項目）を用いた。 

FFQgは、日本人の食事摂取基準 2010年版より
平均年齢、性別、身体活動レベルから求められた値
と比較した。 
打撃練習日とラウンド練習日の栄養摂取量調査の
比較は、対応のある t検定用い 5％未満を統計的に
有意とした。 
 

Ⅳ結 果 
1. 対象者の身体特性（表1） 
身体特性は表1に示した通りである。 

2. 習慣的な栄養摂取量（表2） 
栄養素では基準値と比べて、鉄を除く全てにおい
て基準値を上回っていた。中でも総エネルギー摂取
に対する脂肪エネルギー比率が 33.1％と高かった。
鉄は基準値を下回っていた。 
3. 習慣的な食品群別摂取量（表3） 
食品群では砂糖・甘味料、肉類、乳類、油脂類、
菓子類が基準値と比べて上回っていた。それ以外の
全ての食品群では基準値を下回っていた。 
4. 打撃練習日とラウンド練習日の栄養摂取量 
（表4） 
栄養素ではラウンド練習日おけるたんぱく質（ｐ
＝0.036）の摂取量が有意に減少した。 
5. 打撃練習日とラウンド練習日の食品群別摂取量 
(表5) 
食品群ではラウンド練習日における穀類（ｐ＝

0.017）、乳類（ｐ＝0.012）が有意に減少した。一
方で、油脂類（ｐ＝0.012）は有意に増加した。 
 
表1. 対象者の身体特性 
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表2.  習慣的な栄養摂取量 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表3. 習慣的な食品群別摂取量 
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表4.  打撃練習日とラウンド練習日の栄養摂取量 
 
対応のあるｔ検定、ｐ＜0.05％を有意とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表5.  打撃練習日とラウンド練習日の食品群別摂取量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対応のあるｔ検定、ｐ＜0.05％を有意とした。 
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Ⅴ考 察 
1. 習慣的な栄養・食品群別摂取量について 
栄養素の摂取量は、たんぱく質の平均摂取量が体
重1kgあたり1.9ｇ/kg、と、一般的にスポーツ選手
における理想とされる量 1.5～2.0ｇ6）を上回ってお
り十分な量を摂取できていると考えられる。これは、
ゴルフが瞬発系の競技と分類され、スポーツ選手と
して競技力向上のために、筋力アップの意味でたん
ぱく質を十分に摂っていると考えられる。 
総エネルギー摂取に対する脂肪エネルギー比率で
あるが33.1％と高かった。これはエネルギー源とし
ての即効性や、生活習慣病の予防という観点からみ
ても好ましくない。摂取食品を見てみると、肉類、
菓子類、乳類など脂肪が多く含まれる食品の摂取が
多いことが原因であると考えられる。このことから、
競技のためというより嗜好を優先して食事を行って
いるのではないかと考えられた。 
また鉄の平均摂取量は9.6ｇと低かった。高橋ら7）

によると、FFQg法は記録法と比較すると、鉄やビ
タミン D の摂取量が低く見積もられたと報告され
ている。スポーツ選手はスポーツを行っていない児
童・生徒と比べると多くの鉄を必要とする、さらに
今後の発育によって身体や身体活動量が大きくなれ
ば、現在よりも多くの鉄が必要である。そのために
も、現在の食事内容よりも鉄の摂取を十分に考慮し
た食事を行っていく必要があると考える。 
食品群別の摂取量においては、表3の「基準値」
と比べて評価を行った。基準値は食事摂取基準を満
たすための食品構成として推奨設定されている量で
ある。基準値よりも多く摂取されていた食品群で、
砂糖・甘味料、肉類、乳類、油脂類、菓子類があっ
た。それ以外では、全ての食品群において基準値を
下回っていた。特に摂取を増やすべきと思われる食
品群は種実類、海藻類であり、基準値の半分も食べ
ていない。また、穀類、いも類、緑黄色野菜、その
他の野菜、果物類、きのこ類、豆類、魚介類、卵類
はもう少し摂取することが望ましいと考えられた。
今回、身体活動レベルⅢとして基準値を用いたが、
実際には身体活動量が低い可能性や、菓子等の間食
で補っているとも考えられた。 
このような偏った食品群の摂取は、大澤ら8）がサ
ッカークラブに通う中学生に行った調査の結果と同

じことから、ゴルフ特有の要因が関係しているとい
うよりも、一般的な小中学生に多い食習慣と考える。 
小学校学習指導要領には、食べる量についての学
習は含まれておらず 9）、日々繰り返し行われる学校
給食を通じて量に対する理解を深め、習慣化を図っ
ていると考えられている10）。今回の調査でも、学校
で一般的に食べている食事量が習慣化されていた可
能性も考えられる。 
スポーツを行う上では、このようなスポーツの身
体活動量に応じた食事内容や量が必要となるため、
食育を通じて食習慣は改善する事が望ましいとスポ
ーツ栄養学の理論に基づいたアスリートの向けの食
育が必要であると考える。 
2. 打撃練習日とラウンド練習日の栄養・食品群別摂
取量について 
ラウンド練習日は、たんぱく質の摂取が有意に低
くかった。ラウンド練習日には、朝早く起床し長距
離を移動するため、朝食をとる時間が通常よりも少
ないことや、主菜がある食事をすることで満腹感か
ら、競技中のスイングやプレーに支障がでることか
ら、主食・果物・乳製品などを減らす食事になった
事が原因と考えられる。 
一方で、穀類の摂取も有意に少なくなった。これ
は、たんぱく質と同様の理由に加え、朝食やラウン
ド中・後に、を手軽に摂取できるエネルギーゼリー
などで済ませていることが原因と考える。 
また、乳類製品の摂取が減少し、油脂類の摂取が
多くなった原因は、1 つ目はゴルフ場で昼食を食べ
ることが考えられる。ゴルフ場では通常の外食レス
トランと同様に多様なメニューが用意されているが、
選手はカレーライスや揚げ物などを選択しているこ
とが考えられた。2 つ目は、選手のゴルフ場から自
宅までの送迎は多くの場合は親権者が行う。そのた
め、夕食の準備のための時間がなく、夕食に外食や
中食が多くなることが原因であると考えられる。中
には、ラウンド練習日には1日全ての食事が外食と
言う選手も存在した。 
今回の結果には、ラウンド練習に伴う長時間の移
動で忙しいという時間要因、家庭とは違った場所で
食べるためバランス良い食事を構成できないといっ
た環境要因、さらに選手や親権者が何をどれくらい
食べたらよいのか分からないという知識要因などの
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様々な要因があり、今後はこれらの要因についても、
さらなる調査研究が必要であると思われた。 
本調査においては対象人数が少なく、ジュニアゴ
ルファーの平均的な栄養素摂取量であるとは言い難
い。今後は調査人数の増加を行い、基礎データを増
やすとともに、効果的な方法やその妥当性について
検証していく必要があると考えられる。 
 

Ⅵまとめ 
ジュニアゴルファーの栄養状態は良好ではあるも
のの、ラウンド練習日において栄養・食品群摂取量
に有意な差が確認された。選手や親権者に向けた食
教育プログラムを実施する必要があると考えられた。 
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